
【活動報告】多文化共生社会における「すべての命を守る」防災・
安全対策の検討
日本で暮らす外国人の方々が増える中、災害時における安全確保は喫緊の課題です。先日、国籍を問わず、日本に住むすべての人々が日本
人と同様に迅速な救助や支援を受けられる体制づくりについて、具体的な打ち合わせを行ってまいりました。

言語の壁や文化の違いにより、災害時に情報から取り残されてしまうリスクをどう解消するか。行政や現場の皆様と知恵を出し合い、命を
守るための対策を一歩前進させることができました。

「誰一人取り残さない」防災の実現に向け、多角的な視点から実効性のある仕組みづくりに引き続き邁進してまいります。
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